
生
活
の
再
建
に
向
け
た
資
金

災
害
援
護
資
金
貸
付
制
度

　
台
風
で
負
傷
ま
た
は
住
宅
、
家
財

に
被
害
を
受
け
た
人
は
、
生
活
再
建

に
必
要
な
資
金
を
借
り
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

対
象
要
件
と
貸
し
付
け
限
度
額
／
表

１
の
と
お
り

所
得
に
よ
る
制
限
／
表
２
の
と
お
り

申
請
期
限
／
12
月
31
日
（火）

申
請
方
法
／
災
害
援
護
資
金
借
入
申

込
書
に
、
必
要
書
類
を
付
け
て
社
会

福
祉
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類
／
り
災
証
明
書
、
世
帯
全

員
の
所
得
証
明
書
、
世
帯
全
員
の
住

民
票
の
写
し
、
医
師
の
診
断
書（
負

傷
が
あ
る
場
合
）、
保
証
人
に
関
す

る
書
類

問
社
会
福
祉
課
社
会
班（
☎
62
‐

５
３
１
７
）

低
所
得
世
帯
へ
の
貸
し
付
け

緊
急
小
口
資
金

貸
付
制
度

　
台
風
で
住
宅
に
被
害
を
受
け
た
低

所
得
世
帯
が
、
生
活
に
必
要
な
資
金

を
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
災
害

援
護
資
金
を
借
り
受
け
る
人
は
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。

限
度
額
／
10
万
円

利
率
／
無
利
子

据
え
置
き
期
間
／
２
か
月
以
内

償
還
期
間
／
据
え
置
き
期
間
経
過
後
、

１
年
以
内

申
請
方
法
／
借
入
申
込
書
に
必
要
書

類
を
付
け
て
、
社
会
福
祉
協
議
会
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類
／
り
災
証
明
書
、
世
帯
全

員
の
所
得
証
明
書
、
世
帯
全
員
の
住

民
票
の
写
し
、
印
鑑
証
明
書
、
健
康

保
険
証
の
写
し
な
ど

問
社
会
福
祉
協
議
会（
☎
57
‐
５

５
７
７
）

医
療
費
一
部
負
担
金
の
減
免

国
民
健
康
保
険

　
医
療
機
関
を
受
診
し
た
と
き
、
自

己
負
担
額
の
支
払
い
が
困
難
な
被
災

者
は
、
窓
口
で
の
支
払
い
は
減
免
か

猶
予
さ
れ
ま
す
。
氏
名
、
生
年
月
日

な
ど
を
申
し
出
る
こ
と
で
、
被
保
険

者
証
な
し
で
受
診
で
き
ま
す
。

対
象

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
。

●
住
宅
被
害
が
半
壊
以
上

●
主
た
る
生
計
維
持
者
が
死
亡
や
重

篤
な
疾
病

●
主
た
る
生
計
維
持
者
が
業
務
を
廃

止
か
休
止
、
失
職
し
、
現
在
収
入

が
な
い

問
保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
班

（
☎
62
‐
５
３
３
１
）

医
療
費
一
部
負
担
金
の
減
免

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

　
住
宅
に
著
し
い
被
害
を
受
け
た
被

保
険
者
は
、
申
請
に
よ
り
千
葉
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
認
め
た

場
合
、
医
療
機
関
を
受
診
し
た
と
き

の
窓
口
で
の
支
払
い
が
減
免
か
猶
予

さ
れ
ま
す
。

対
象
／
●
住
宅
、
家
財
、
そ
の
ほ
か

の
財
産
の
10
分
の
２
以
上
、
被
害
を

受
け
た
人　
●
災
害
で
生
活
が
困
窮

し
、
窓
口
で
の
支
払
い
が
困
難
な
人

（
所
得
制
限
が
あ
る
の
で
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
）

減
免
の
割
合
／
表
３
の
と
お
り

減
免
期
間
／
申
請
の
あ
っ
た
日
か
ら

６
か
月
以
内

問
保
険
年
金
課
高
齢
者
医
療
年
金

班（
☎
62
‐
５
８
８
２
）

減
免
制
度
が
あ
り
ま
す

介
護
保
険
料
と

介
護
保
険
利
用
者
負
担
額

　
被
保
険
者
本
人
か
、
被
保
険
者
の

生
計
を
主
に
維
持
す
る
人
が
所
有
す

る
住
宅
、
家
財
な
ど
が
半
壊
以
上
の

損
壊
を
受
け
た
場
合
、
介
護
保
険
料

と
介
護
保
険
利
用
者
負
担
額
を
減
免

す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
減
免
を
受
け
る
に
は
、
り
災
証
明

書
が
必
要
で
す
。
く
わ
し
く
は
高
齢

者
福
祉
課
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。問

高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
班

（
☎
62
‐
５
３
０
８
）

表１　対象要件と貸し付け限度額	

表３　減免の割合
住宅、家財、そのほかの財産について著しい損害を受けた
場合

対象になる要件
貸し付け限度額

世帯主に１か月以上の
負傷がある場合

世帯主に１か月以上の
負傷がない場合

世帯主の負傷のみ 150万円 -
家財が３分の１以上損壊 250万円 150万円

住宅が半壊 270万円（350万円※） 170万円（250万円※）
住宅が全壊 350万円 250万円（350万円※）

住宅全体が滅失・流失 350万円 350万円

利率 年1.5％
（据え置き期間中や連帯保証人がいる場合は無利子）

据え置き期間 ３年以内
（特別な場合は５年以内※）

償還期間 10年以内
（据え置き期間を含む）

表２　所得による制限
世帯人数 市民税の平成30年中の総所得金額
１人 220万円
２人 430万円
３人 620万円
４人 730万円

５人以上 730万円に１人増えることに30万円を加えた額
住宅が滅失した場合は1,270万円

被保険者が属する
世帯の全世帯員の
合計総所得金額な
ど

減免の割合
損害の程度が10分の
２以上10分の５未満
のとき（半壊）

損害の程度が10分の
５以上のとき（全壊）

500万円以下 ２分の１ 免除
500万円超
750万円以下 ４分の１ ２分の１

750万超
1000万円以下 ８分の１ ４分の１

※�被災した住宅を建て直す際にその住宅の残存部分を取り壊さざるを得ない場合など、特別
な事情がある場合は（　）内の額や期間。
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至干潟駅 至旭駅

市役所

クリーンセンター コンビニ

コンビニ

富浦小学校

スポーツの森公園

市役所通り

新
川

県道八日市場井戸野旭線

県道飯岡片貝線

国道126号線

N

受け入れ場所
仁玉スポーツ広場
（旭市仁玉2098-1）

発
行
し
て
い
ま
す

り
災（
被
災
）証
明
書

　
住
家
の
被
害
程
度
な
ど
を
申
請
に

基
づ
き
証
明
す
る
も
の
で
、
各
種
支

援
や
融
資
な
ど
を
受
け
る
場
合
に
必

要
な
証
明
書
で
す
。

〈
り
災
証
明
書
と
は
〉

　
住
家
の
被
害
程
度
を
証
明
す
る
も

の
で
す
。
被
害
程
度
に
は
全
壊
、
半

壊
、
一
部
損
壊
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

〈
被
災
証
明
書
と
は
〉

　
店
舗
や
物
置
な
ど
住
家
以
外
の
建

物
、
外
構
や
門
扉
、
車
両
、
家
財
な

ど
の
動
産
な
ど
が
被
災
し
た
こ
と
を

市
が
証
明
す
る
も
の
で
す
。

申
請
方
法
／
税
務
課
に
あ
る
り
災

（
被
災
）証
明
交
付
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
①
り
災（
被
災
）証
明
交

付
申
請
書
②
被
災
箇
所
が
わ
か
る
写

真（
印
刷
し
た
も
の
）③
印
鑑
④
本
人

確
認
書
類（
運
転
免
許
証
な
ど
）を
持

参
の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
写
真
は
撮
影
日
を
記
録
し
て
く
だ

さ
い
。
農
業
施
設
の
証
明
書
は
農

水
産
課
で
受
け
付
け
ま
す
。

問
税
務
課
資
産
税
班（
☎
62
‐
５

３
２
３
）

被
害
が
あ
っ
た
人
は
申
請
を

固
定
資
産
税
の
減
免

　
令
和
元
年
分
の
固
定
資
産
税
が
、

被
害
の
程
度
に
応
じ
て
減
免
さ
れ
ま

す
。
減
免
は
申
請
日
以
降
に
到
来
す

る
納
期
分
か
ら
が
対
象
で
す
。

対
象
被
害
の
程
度
／
家
屋
に
半
壊
以

上
の
被
害
を
受
け
て
い
る

申
請
方
法
／
税
務
課
に
あ
る
減
免
申

請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
資
産
税
班（
☎
62
‐
５

３
２
３
）

受
け
入
れ
て
い
ま
す

台
風
15
号
の
災
害
ご
み

　
台
風
15
号
の
影
響
で
発
生
し
た
災

害
ご
み
は
、
通
常
の
ご
み
と
分
け
て

次
の
と
お
り
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

期
間
／
10
月
20
日
（日）
ま
で

※
土
・
日
曜
日
も
受
け
入
れ
ま
す
。

時
間
／
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所
／
仁
玉
ス
ポ
ー
ツ
広
場（
図
）

受
け
入
れ
る
災
害
ご
み
／
瓦
、
金
属

類（
ト
タ
ン
・
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
）、
コ

ン
ク
リ
ー
ト（
ブ
ロ
ッ
ク
・
が
ら
）、

プ
ラ
系
廃
棄
物（
塩
ビ
ト
タ
ン
・
雨

ど
い
）、
ガ
ラ
ス
、
陶
磁
器
、
畳
、

ス
レ
ー
ト
、
石
膏
ボ
ー
ド
、
木
材

（
柱
・
ベ
ニ
ヤ
・
木
・
枝
。
１
ｍ
程

度
の
長
さ
に
し
た
も
の
）、
家
具
類
、

家
電
類（
災
害
で
使
え
な
く
な
っ
た

も
の
に
限
る
）

〈
注
意
事
項
〉

●
生
ご
み
な
ど
の
生
活
ご
み
は
通
常

通
り
収
集
す
る
の
で
、
持
ち
込
ま

な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
り
災（
被
災
）証
明
書
と
運
転
免
許

証
の
提
示
が
必
要
で
す
。

●
必
ず
分
別
し
て
か
ら
持
ち
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

●
災
害
に
関
係
な
い
ご
み
の
持
ち
込

み
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
家
屋
の
解
体
や
補
修
な
ど
を
、
業

者
に
依
頼
し
た
場
合
の
災
害
ご
み

は
、
産
業
廃
棄
物
と
な
る
た
め
受

け
入
れ
ま
せ
ん
。
被
災
者
の
り
災

（
被
災
）証
明
書
と
、
委
任
状
を
持

参
し
た
場
合
は
受
け
入
れ
ま
す
。

●
事
業
用
の
ス
レ
ー
ト
類
は
持
ち
込

み
で
き
ま
せ
ん
。

●
ス
レ
ー
ト
建
築
物
を
解
体
す
る
場

合
は
、
解
体
前
に
必
ず
環
境
課
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
は
持

ち
込
み
で
き
ま
せ
ん
。
く
わ
し
く

は
農
水
産
課（
☎
74
‐
３
６
７
１
）

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
環
境
課
環
境
政
策
班（
☎
62
‐
５

３
２
８
）

各
種
支
援
情
報
を
紹
介
し
ま
す

９
月
９
日
に
上
陸
し
た
台
風
15
号
に
よ
り
、

千
葉
県
全
域
に
甚
大
な
被
害
が
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。

旭
市
で
も
建
物
や
農
業
施
設
な
ど
に
多
く
の
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
の
災
害
に
伴
い
、
現
在
決
定
し
て
い
る
再
建
に
向
け
た
各
種
支
援
を
紹
介
し
ま
す
。

住家被害
●全壊　２棟　●半壊　３棟　
●一部損壊　1,432棟
農業関係被害
農畜産物 415,695千円
農業施設 1,574,222千円
最大停電世帯
19,100軒（９月９日）　※９月16日解消

台風15号による主な被害の概要（10/1時点）

図　受け入れ場所

台
風
15
号
で
被
害
を
受
け
た
人
へ
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